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要　約

　近年，情報化 の 急激 な進 展 と と も に 読書離れ も懸念 さ れ つ つ あ る。 こ の よ うな状 況 の 中で ，

良書を 日頃か ら よ く読 む こ とが ，情報化社会 を生 き抜 くうえ で どの よ うな重 要な意 味を持つ の

か が こ の 研究 の 問い で あ る。我々 は，良書の 読書が 情報化 社会 の 影の 側面 の 予 防 と光の 側面の

促進に 寄与 して い る と考 え ， 情報化社会 の 影響が 著 しい 情報系大学生 をケ
ース ス タデ ィ と し て
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検 証 した 。

　具体 的に は，良書の 読書 が テ ク ノ依存症 を抑制 しQOL を向 上させ るだ け で な く， プロ グラ ミ

ン グの 学 習意欲向上 に も影響が あ る と仮説 を設定 し て ア ン ケ ー ト調査 を実 施 し，共分散構造分

析で 分析 と検証 を行 っ た 。そ の 結果 ， 良書 の読 書傾 向が 強い 人 は ，テ クノ依存症 の 予 防的効 果

が 示 され る ととも に，論理 的思 考愛好度が 高 くそれ が結果 と して プ ロ グラ ミン グ愛好度 を高め

る とい う因果 関係が検証 され た。その た め ，情報 系大学生の 教育現場 に お い て ，良書 の 読書 を

推進す る こ との 重要性が 示 唆され た
。

Abstract

　In　recent 　years，　we 　are 　anxious 　 about 　lhe　aversion 　lo　readlng 　with 　rapid 　progress　of

infbrmatiza口on 。　It　is　a　ques廿on 　of 　th正s　research 　what 　kind　of 　important 　meaning 　in　such 　a

situation ，
　when 　rhe　act　of　reading 　of 　good　b⊂⊃oks 　 we 止1　 from　 every 　day　 survives 　an

in．め rmation 　 society ，　 it　has．　Wc 　1．hought 　that　reading 　of 　good　books 　had 　contributed 　tQ

prevention ．ef 　the　side 　of 　the　shadow 　of　an 　information　society
，
　and 　promotion 　of 血 e　sidc

of 　Iight，　and 　ver 頑ed 　 the　infomatlon 　syg．　tem 　college 　student 　With　remarkable 　influence　of

an 　information　society 　as 　a　case 　study ．

　 When 　reading 　of　good 　books　controlled 　techno −centered 　and 　it　not 　only 　raises 　QOL ，　but

had 　innuence　also 　on 　improvement　hl　willingness 　to 霊carn 　programming ，　 I　sct 　 up 出 e

hypothesis　and 　perfbrmed 　out 　the　questionllaire，　and 　且 did　ana 皇ys童s　alld 　verification 　by

covariance 　structurc 　analysis ．　As　the　resu 巽
，
　thc　pcrson　with 　many 　amounts 　of 　reading 　of

good 　books　ver 漁 ed 　the　causal 　relationship 　that　logical　thinking　love　level　was 　high　and 　it

heightened 　programming−loving　Ievel　as 　a　result ，　 while 　the　preventive　effc｝ct　of 　techno −

centered 　was 　shown ．　Therefbre ，
　thc　importance　of　promoting　reading 　of 　a　good 　book　was

suggested 　at　an 　inf（）rmation 　system 　co1 星ege 　studen ゼs　educational 　site．
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学術論文
一

良書の 読書 と情報系大学 生 との 関係性 の 研究

1．は じめ に

　近年，イ ン タ
ー

ネ ッ トな ど の デジタ ル 技術 が短

期 問の うち に 急速 に 普及 した 先進 国の 多 くで は ，

主 に 若 者の 間で 「YouTube 」 な どの 動画サ イ ト

や ，

「
ラグナ ロ クオ ン ライ ン 」 な どの オ ン ライ ン

ゲーム な ど に の め りこ ん で しま い ，実社会 の 生活

に支障 をきた した り，正常 な人 間関係 を結 べ な く

な っ た りす るテ ク ノ依存症が 目立 つ よ うに な っ て

い る。
一

方で これ らの 影響 に よ り，大学生 の 読書

離れ も進行 しつ つ あ る（毎 口新聞社編 ，2004 ）。テ

ク ノ依存症 は，想像 力 を働 かせ るな ど の 能 動的 行

為で ある読書 よ りも， 動画な どの ように 作 られた

イ メ ージ を受 け取 るだ けの 受動 的行為 を促 進 さ

せ ，思 考力，判断力，共感 力 な どの 精神性を低下

させ て しま うこ とが 懸念 されて い る。さ ら に ，テ

ク ノ依存症 が 悪化 す る とパ ソ コ ン （以降 ，
PC と記

述）利用 に よ る 楽 しみ よ りも依存 しす ぎ る こ とで

生 じ る 生 活 障 害 の 方 が 深 刻 に な り最 終 的 に

QOL （quatity　oflife ： 生活 の 質）が低下 して しま う

ケ ース も多 い と考 え られ る。

　他方 ， 情報化社会を迎 えた 現在 ， 生活 は便利 に ，

そ して 快適 に過 ごせ る よ うに な っ て きて い る 。 し

か し，情報 化社 会を支えて い る の は SE（シ ス テ ム

エ ン ジ ニ ア〉や プロ グラ マ
ー

な どの 人た ちで あ り，

SEや プ ロ グラ マ
ー とい っ た職業に就 くに は ， プ

ロ グラ ミ ン グ能 力が 必須で あ る。そ の た め ，C言

語な どの プ ロ グラ ミ ン グは多 くの 教育機関 で 教 え

られ て い る。しか し，プ ロ グラ ミン グに は，ポイ

ン タや構造体 とい っ た 特有の 概念 が 存在 し，プ ロ

グラ ミ ン グ初級者に と っ て 大 きな 障壁 とな っ て い

る 。そ の 結果，理 解が 追い っ か ず，学習 に対 す る

意欲 を失 い
， 挫折 して しま う学生が 少 な くな い 。

先 行研 究 に
，

こ の よ うな現状 を打 開す るた め
， 学

生 一
人

・人に応 じた課 題 を出す こ とで ，学生 の 学

習意欲 を高め よ うと して い る研 究が あ る（出 目 ほ

か，2007 ）。学習効果 を高め る た め に は， こ の よ う

な教育方法の 改善 も必要で ある が ，学生 自らの 学

ぶ 意欲の 向上 も重要で ある 。 本研究で は後 者の 視

点 か ら，プ ロ グラ ミ ン グ の 論理 的 処理 手順の 効率

性 など に 興味や関心 を持 ち愛好度 を高 め る要 因の

一
つ と して ，良書の 読書 に よ る論理 的思考愛好度

の 向 ［1効果を想定 した。

　先行研究（坂 部 ほか ，
2005

，
2006

，
2008 ）に ， テ ク

ノ依存症 の 予防策 と して の 良書 の 読書効果 を検証

した も の が ある。そ の 研究 は
， 良書 を 日頃か ら よ

く読む学生 ほ ど，利他 的価値観や人問関係良好度

が高 く，それ に よ りテ ク ノ依存症を間接的に予防

して QOL の 低 下が 抑制 されて い る こ とが，統 計

学的因果 モ デ ル 供 分散構造分析）で検証され て い

る。なお ，良書 に限定 しな い
一

般読書量 も併せ て

モ デル 化 して い るが ， 有意 な効果 が 示 され なか っ

た
。 本研究 で は

， 従来の 要素以 外に 新 た に読書の

質的な側面 と，孤独感 と授 業欠席度の 悪化を含め ，

良書 の 読書が テ ク ノ 依存症 の 負 の 側面 を抑制す る

と い う仮説 を設定 した 。 また，良書の 読書 に は前

述 した よ うに ，間接的に プ ロ グラ ミ ン グ愛好度を

向上 させ る側面 もある と考 えた。良書の 読書が記

述的な論理 的思考愛好度を高め ， そ の 結果 ， プ ロ

グラ ミ ン グへ の 苦手 意 識が 減 少 し，プ ロ グラ ミ ン

グに 前 向きに取 り組 む姿勢に な る の で は な い か と

い う仮説を設定 した 。 本研究で は，先行研究で検

証 され た良書 の 読書 が情報化社会の 影 の側面 を予

防す る効果 の みな らず光 の 側面 の 促進効果 も含 め

て ， よ り総合 的に情報系大学生 に与 え る影響を ケ

ース ス タデ ィ と して 検証す る こ とを目約 とする。

2．研究の 方法

2．1．研 究の手順

　良書読書傾向，テ ク ノ依存度，プ m グラ ミ ン グ

得意度 の 関連に つ い て 理論仮説 を設定 し，それ を

検証す る た め作業仮説 を 設定 す る 。そ の 作業仮説

に も とつ い て ， 調査票 の 選定 と作成 を行 い ，調査

を実施 した 。 そ の 調 査デー
タを使用 して

， 単純集

計 ，多変 量 解析 （因子 分析 ，主成 分 分 析 ， 相関分

析，共分散構造分析）を行 い
， 仮説 を検証 した 。
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2 ．2．理論仮説 の 設定

　今回理 論仮説を
「
良書を よ く読む人 ほ どテ ク ノ

依存症 の 負の 側面が抑制 されて い る 」 と 「良書 を

よ く読 む人 ほ ど論理 的思考愛好度が 高 く， それが

プ ロ グラ ミ ン グ愛好度を 向 ヒさせ る」 と設定す る 。

　な お情報化社会の 影の 側面 として
，

テ ク ノ依存

症 を取 り上 げ，そ の 負 の 側面 として ， 本稿で は 前

述 した孤 独 感 と授業欠席度の 悪化，先 行研究で も

検証 されて い る利他的価値観や人間関係良好度 と

QOL の 抑制 を も取 り Eげて ，よ り総合的 に分 析

す る こ と とする 。また ，情報化社会 の 光 の 側面の

向上 と して プ ロ グラ ミ ン グ能 力の 向上 を取 り上 げ

た
。

　 テ ク ノ 依存症 は ，PC の 利用者が ，　 PC に の め り

込む こ と に より， 人間 として の アイデ ン テ ィ テ ィ

を失 っ た症 状で，過剰適応の 種 で あ り，現実 の

生 活，人 間関係か らの 逃避 で もあ る 。そ の 結果 ，

寝不足 で体調や生活が乱れ ， 会社や 学校で 遅刻 ・

欠勤 を繰 り返す よ うに な る 。 また，人間 的な感性

が 乏 し くな っ て 機械的 な思 考 をす る よ うに な り，

良好 な人 間 関係 も保 て な くな る傾 向 を示 す（小

川 ，1988）。テ ク ノ依存症の 人 に とっ て ，PC に か

か わ る こ とは苦痛 とい うよ りむ しろ満足度 の 高い

快適な行為で あ る 。 したが っ て ， 知 らず知 らず の

うち に PC に の め り込 ん で PC に よ る病理 を深 め て

い くこ と に なる。これが
， 本人 に 自覚症状が 出づ

ら い 理 由で あ り，
か な り深 刻 に な っ て か ら周 囲 の

人に 勧め られ て 診察 を受け に来 る 人 が多 い の が現

実で ある。その ため テ クノ依存症 に 関す る系統的

な報告 は 数少な い
。 重症化 した症例 として は，睡

眠不 足 か ら くる全 身疲 労 感，不安 ・緊張 ・恐怖 ・

焦燥，不眠症や うつ 状態等が報 告されて お り，症

例 に よ っ て は 治療 効果 が 現 れ な い ケ
ース もあ る

（夏 目，1997 ）。テ クノ 依存症 で あ る か どうか は，

専門医の 面接診療で 最終判断 され る の で ， 本研究

で は
， テ ク ノ依存度 とい う尺度を用 い て 依 存症傾

向を検証 す る。テ ク ノ 依 存度 とは ， PC へ の 依存

の レ ベ ル を簡易 的に 判定す る 尺度値で あ り，こ の

尺度値 が高 い ほ ど，テ ク ノ 依 存症 に な る可能性 が

高 ま る こ とが臨床 的に検証 され て い る （春 口 ・高

橋 賢
1996 ｝。

　先行研究 と して ， テ ク ノ依存症 の
一

要素で あ る

イ ン タ
ーネ ッ ト利用 の み に 着目 し， それ と精神的

健康を関連づ け た 分析例が ある 。 そ の 最初 の 研究

は ，イ ン ターネ ッ ト利用 の 影響を パ ネ ル 調査 で 測

定 した 。そ の 結果，イ ン ターネ ッ ト利用頻度が 高

い 人 ほ ど ， 家族 との コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン が減少 し，

孤独感が増 し，抑 うつ の 程度も高ま る結果が得 ら

れ た （Kraut ，etc ．，1998 ）。そ の 後 こ の 研究の 追試が

数多 く行われ ，共分 散構造 分析 で 孤独 感 が高 い 人

が イン ターネ ッ トを コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の た め に

利用 して い る と い う逆 の 因果関係を示 して い る例

も あ る （Amichai −Hamburger ，Y ．
，
Ben −

Artzi，E，2003）。あ る い は，イ ン ターネ ッ ト利用

頻度が孤独感，抑 うっ 感 と関係 を持た な い と い う

研究結 果 もあ る（橋 元 ほ か ，2002 ）。 こ の よ うに ，

全 く異なる3パ ター
ン の 報告例が あ る。そ の た め ，

本研究で は
， 孤独感に よ りパ ソ コ ン 利用が 増え テ

クノ依存症 とな る の か，テ ク ノ依存症 ゆ え に 孤独

に なる の か ，それ とも全 く関係 がな い の か に着 目

して ，共分散構造分析を行っ た 。

　 良書の 定義 は，先行 研究 と同様 に ，「能動 的に

そ の 作品を読む こ と に よ り，読者 に人 生 の 苦 しみ

や喜び へ の 共 感性，試練に対 す る 忍 耐力，感 動す

る心や想像 力 ， 精神的活力な どを与 えて精神的成

長 を促 し ， 自他共 に 幸福 に な る た め の 日的観 ・人

生 観 の 形成 に 寄 与 す る 書物 」 と し た （坂 部 ほ

か ，2005，2006，2008｝。 これか ら， 良書 の 主要 な

効用 は ，主体 的な 自己 自身の 啓発にあ り，それ は

他 人 との 共感性 を も育む特性 を もつ
。 そ こ で 本稿

で は ，特 に 良書読書傾 向 と利他的価値観 との 連動

性 に 着 目した。そ の価値観は
， 人間関係 を 良好 に

し，テ クノ依 存症 へ の 抑制効 果や QOL の 向 ヒ効

果 をもた らす と考 えられる 。 なお，こ の 定義 は調

査票 に 示 して い な い が ，調査後 の 分析 で 良書読書

傾 向は利他的価値観，向上 心 ・好奇心 ，人間関係

良好度 と の 間 に有意な関連が み られ ， 調査前に 想

定 した 良書の 定義 と回答者 の 良書 へ の 認識に 大 き
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なずれは ない と考 える 。 また，本稿で は主観的な

良書 を対象 とし て い る 。

．一
般 的に 名著 とい わ れて

い る もの で も本人 の ライ フ ス テ
ー

ジ や読書力 の 関

係 で ，そ の 良 さが分 か らな い 場合 もあ りえ るか ら

で あ る 。

　読書 の 効用 に っ い て は，読書啓蒙書 と教育的視

点か らの 見解 を要約引用 す る 。 人間の 永遠 の 問題

に 関す る重要 な洞察 を与え て くれ る良書は，再読

す るた びに新 しい 感動や 人生 へ の 指針を与 えて く

れ る （MJ ．ア ドラ
ー ・C．V ．ドー レ ン ，1997 ＞。 真の

知 的読書人は ，向上心 が 強 く種々 の 問題意識を持

っ て い る（ハ イブ ロ
ー武蔵 ，

2000 ）。読 書 は
， テ レ

ビ や ゲ
ーム と異 な り，脳 の 多 くの 領域 を活性化 し，

特 に 子供 の 知 力 ・感性 ・共感力 ・思考力 ・判断

力 ・批判 力な ど の 精神 的 ・人間的な力 の 発達に 大

き く影 響 を与 え る （天 道 ，2005）。 ま た，情報化 の

洪水か ら身 を守 るた め の 最大の 武器 と して ，良書

に親 しむ こ とを強 く推奨して い る 。 そ の 中か ら得

られ る も の は ，読書の 持 つ 能動性 ，
そ れ を持続 さ

せ る忍耐力 ， 他者 の 喜びや悲 しみ へ の 共感性 を育

む想像力 な ど， い ずれ もあふ れ か え る情報に囲ま

れて 受 け身に な りが ちな人間が ，身に つ ける べ き

人 間力 で あ る こ とを指摘 して い る（V ．A ，サ ドーヴ

ニ チ イ
・池田 ，

2004 ）。

　 プ ロ グラ ミ ン グ に は
， 効率 的な処理 手順の 論理

性が 要求 され る。それ に は
， 数式的な論理性 と記

述的 な論理 性が含まれ る。前者 は数学的教科の 学

習で 向上するが
， 後者 の 向上 に は 数学以外 に読書

も重 要 で あ る 。 小 説 にお け る登 場 人物の 心理 描写 ，

科学や時事な どの 考察，分 か り易 い 教科書 な ど，

良書 に は見事 な論理展開を内包 して い る こ とが 多

い
。

こ れ らは，論理 的思 考を向上 させ る源泉 の
．一一

つ で あ る と思 われ る。

　 論理的思考力 とプV グラ ミ ン グ能力 に 関す る先

行研究 に は ，例 えば プロ グラ ミ ン グ教育が 論理的

思 考 力 を 向 上 させ る と い う視 点 か ら の も の （上

田 ・古堅 ， 1998 ），逆 に 論理 的思 考力が プ ロ グラ

ミ ン グ能力を 向上 させ る こ とを検証 して い る論文

が あ る（Mohd ，etc ”2010 ）。後者 の研究が 本稿 の 視

学術論文
一

良書の 読書 と情報系大学生 との 関係性 の 研究

点 と類似 して い る。そ の研究で は さ らに論理 的思

考力 を向上 させ るた め に
，

マ イ ン ドマ ッ プを活用

した共 同学習 が有効 で あ る こ とを多変量 分散 分 析

で 検証 して い る u 本稿で は，教育サイ ドか ら で は

な く， 学生 自身の 良書読書傾 向が 論理 約思考愛好

度 を向上 さ せ ，それ が プ ロ グラ ミ ン グ愛好度 へ と

連動す る効果 を検証 した。こ の よ うな ，視点 か ら

の 先行研究 は見当た らない 。

2．3．作業仮説の 設定

　前述 し た 理 論仮説 を 検証 す る た め に ， 12個 の

構成概念 を設定 した。それ らを ま とめた の が 表 1

で あ る。

表一1　 作 業仮 説 に お け る 構 成概 念 と 調 査項 目群

購．戎概念 調査項目群 の内容 項 目数

RP自己管理能力 POを快適に活用 で きる管理 能力 3

テ クノ 依存度 飴 依存関連項目 15

  GOL   眦 調査畏 の項目 26

利他的価値観 利他的な行動 的価値観 5

人間関係良好度 直椄的交流の程度、人間関係向上 へ の努力 6

良書読書傾向 良書読書量に 関する項 目 6

向上心 ・好寄心 興味、関心、意 欲の程度 4

孤独感 日常生活で感 じる孤独 な気持ち 7

授業 欠席度 日常生活 へ 与える障害の程度 3

プロ グラミング 愛好度 ブ【】グラ ミン グ自体や関連授 業に対 する意識 3

論理 的思考 愛好度 論運的 な考え方に対する好悪 3

po利用 時聞 1週間 で配 を使 用して いる含計時間 1

　PC 自己管理能力 （宮本 ・坂部 ・清水，2007 ），テ

ク ノ依存度（春 li　，1999 ），　 WHOQOL （田 崎 ・中

根，1997 ）， 利他 的価 値観（坂部 ・山崎，2001）に 関

して は，信頼性 ・妥当性が 既 に 検証 され て い る指

標 を適用 した 。

　QOL 指標 に は ，世界保健機 関（WHO ）に よ っ て

開 発 さ れ た 「 生 活 の 質 調 査 票 」 短 縮 版 の

WHOQOL26 を適用 した 。 こ の 指標は ，
　 QOL 指

標 の グ ロ
ーバ ル ス タ ン ダー ドの 候補 の

一
つ で もあ

る。

　既 存 の 良書読書傾 向に 関す る調査項 目は ，量を

問 うの が 3項 目 ， 質 を 問 うの が 1項 目で あ り， 量

を重 視 した項 日 とな っ て い る。前述 の 定義 に 即 し

て ，以下の 視点 か ら新 た に質的な側面 を追加 した。
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表
一2　調 査 項 目

一
覧

人措　 係良　度 （6　　　　　　　　　　　　　　　 固有 ペ ク トル

．　　　 　　　　 　’　　　　 　　　　 　　　　 　　　二
2！　人 と会 うのが苦手 でない　　　　　　　　　　　　　　　　　　 隠 δ

啣　気軽に弔談でき る人に恵まれて い る　　　　　　　　　　　　　　　　　　α41
儒　 喜びや苦レみ を共有でき る亙人 に恵窪 れて いる　　　　　　　　　　　 D峻

敏　　唄IIに いて リラツ クス できる友達は多い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O．42
  　 よく対話をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 042

良書 読書傾向 （6項 目）

（1〕　 読み こたκ のある大作　覦 んだ こ とね ある　　　　　　　　　　　　　　 、翻
　　 占典的名著を読んだ こ とが ある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o．切 
　　　匚夏目湫孤 　トル 穴 トイ 、ゲーテ など何十年、何百年前の作品｝

  　
一般的に 良書と言わ れる本をよく読んで いる　　　　　　　　　　　　伍妃

鱒　 自分の人生を良い方向に 変えた 本が ある　　　　　　　　　　　　　　　　旺犯

  ：1　読んだ本の陶容 をよく友人に話す方だ　　　　　　　　　　　　　　　α40

  　 本を読ん昔感動することがある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α四

向上 心
・
　　 心 く4　　

’
　 　 　 　 　 　 　 」　 　」覧　 　　 り
  　 酊か渤亊に攜 するの が好きだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q5ア

騨 　 未知 の物事に興 味 がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 α53

翰　 卩上
’
　 　 つ て　 　

1『一
　　 　 、る　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 D紐

孤独、　 ｛ア　目）

L’　 私の 興味 や　 えは、　 囲の人達 とは違う　　　　　　　　　　　　　　 O
’
5

蓬尊　 舐 は 、無視され で いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣35

G）　 私は．他の 入達から孤立 している　　　　　　　　　　　　　　　　　臣葡

  　 私 は よ く孤独 感 を感 二る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　往覗

  疼 私は 自分の 圃囲 の人遇 とうまくい って い る　　　　　　　　　　　　　 D 甜

  　私 に は、親密感の持て る人違が いる　　　　　　　　　　　　　　　　　α43
  　 私に は、誰 しかける專の で きる人 達が い る　　　　　　　　　　　　　　肛3g

ロ　　ラ ミン　　　愛 好度　（呂項目）

  　 プ ロ　ラミ ングぱ 好きである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α腱

　　 慢業 レ ベル の プ ロ グラ ミン ゲの誤題を
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　 α56 
　　 自力で解くことができる方だ

軸　 プ ロ ゲラミ ングを活用する授業は好きだ　　　　　　　　　　　　　　　o騙

≡ 理 　　，考愛 　 度 ｛ 3　 　
’

　　 輪理的に考 えることが好き だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

碇1　擒理的に者 えることが得意だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a田

o｝　 畏　　 ζ　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 α35
3糀

1ノ　 慢業に　るのがお っ くうになることゐ 多い 　　　　　　　　　　　　　　　　蟻6
‘

跡　 浸業をよ く欠席する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐団

褂　 生活は不規則な万 だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q驩
PO自己管理能力 （ 3項 目〕
L　　 ハ ソ コ ノ 　　 ン 　

ー
　　ツ 　　　　　　　　　　　　　　

‘
　　 茂ソ コ ンや インタ

ー
ネ ッ ト使用 時に、

働　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 o、56
　　 沫憩などを入れたり気 をつ げて い る

　　 江一チヤル 〔ゲーム や イン 曳一ネッ トなど） の負の 側面を
  l　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 a59
　　 自覚 して 1適切 に 自己管理して い る

丁 　　 　　　子 x 　
I、

、．　 ’　　 コ ン　 い　 ，　　下　　）　　 コ ノ　
ー

　　　　町

  　 パ ソ＝ンは好きで ある （パ ソ コ ンゲーム を昔む｝　　　　　　　　　　 α四

  　 パソ コ ンの前に座 る とほ r｝とずる　　　　　　　　　　　　　　　　　　α35

　　 パ ソ コ ン作棠に没顛 して時間 を忘れ た り、
＠｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皀糾
　　 ［まかの用串 喪忘れたりする こ とがある

  　 イ エ スか ノーかをは ，き り言 わ な い人に イ ライラす る　　　　　　　　 α17

働　 話をずるときは結論を早〈言 o て ぽしい 　　　　　　　　　　　　　　α 15

の　 自分 に と o て 無駄 な ことに エ ネル ギーを匝いた くな い　　　　　　　　　旦
17

  　 パ ソ コ ン や人の反応が遅いと イラ イラする　　　　　　　　　　　　　α21

勘　 反時司パ ソ コ ン作臭を し た 時は周囲の 状況をすぐに把邏で きない 　　　　α14

（10＞　 日ごる急 いで歩く ことが多い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α 14

〔1D 　パ ソ コ ン炸 業の後 もなか なか パ ソ コンの ことが頤 か ら離れ ない　　　　　鵬 4

（謝　 パ ソ コ ン 作業中に話 Lかけ られ た りす ると腹が立 つ 　 　　 　　 　　 　 α給

〔13＞　 イ ン ターネッ ト上 だけの友人 の 数が現実生活の友人 より多い　　　　　　a圏

　　 イン タ
ー

ネッ ト上で の交琉の万 が11の　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　α2臼
　　 現実生活で の 人との交流よ りも楽 しい

〔15）　 イン ターネッ ト上 で実名や素性を知らな い 友人が 多い 　　　　　　　　　a3
‘

・　　 旦　．
、1　　

’
　　　

「
　　　

齟
に

　　 池の 人々 と目的を共有した り、
の　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 ひ葡
　　協力す る こ と によ り棄しい生 活 を途って い る

陶　 可事に も積極的に行動“て いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D聡

鱒　 腫々 の 目的達成の ため に日々 意欲的に努 力して い る　　　　　　　　　　α佃

薊　 祉会や人掌の現状の問題嘉に討す る変革への意欲が強い 　 　　 　　 　 a娼

、
　 　 凋　 　　　　 　　　、　」　　　 　　　　 　　　　　 、　　 酉　 　　　　　 　　　　、
環境的関 連き項 臥 全鉢2項目の計 茄項 目

1　　　 髄　貝　　．
’　ソ コ ノ 　　　　　　　　　2L　 b　

、 　　
、．

注 ） ＊ ぱ 分析時に 5 段階評価得点の 方向性 を逆変換 して い る。

t｝］thん だ 本 の 内容 を よ く友 人 に 話 す方 だ ， ［2］本

を読ん で 感動す る こ とが あ る ，で あ る。田 は友

人 に話す こ とで そ の 本の 内容 をよ り心 に刻む こ と

が で き る，［2亅は 人 の 心 を大 き く良 い 方 向へ と突

き動か す よ うな本 ， とい う視点で 項 目を追加 した。

　孤独感や授業欠席度は
， 良書読

．
書傾向を含ん だ

先行研究 モ デ ル に 含 まれ て い な い た め 今 回新 た に

追加 した 。また
， 論理 的思考愛好度 とプ ロ グ ラ ミ

ン グ愛好度 も，良書読書 1：こ関わ る光の 側面 として

新規項 圏と して 設定 した。

　　こ の よ うな仮説 に 基づ き ， 各構成概念 に 対応す

る具体的な複数の 調査 項 R を検討 しな が ら ， 調査

票 を設計 し ，
2008 年 ll 月 に授業 また は 授業終了

後の 休憩 時問等 を利用 して 創価大 学工 学部情報 シ

ス テ ム 工 学科の 学生 を対象に調 査 した 。 そ の 際，

20 分程度 時間 を割 り当て て もらい ，調 査票 を配

布 して 調査 の 趣 旨を説明後，学生 に無 記名で 回答

さ せ た後 ，そ の 場で 回収 した 。 そ の結果 ， 有効回

答 数は 285人 （母集団 は 381 人 ・回収
．
率75 ％）で あ

っ た 。 回収 率が 75 ％ とや や 低 い 結果 とな っ た 理

表
一3　 因 子 分 析 結 果

調査項目内容

（省略形：1
因子

負荷量

因子名

〈固齷 〉

α

保数

5
 

帥
塾

励

b

「
1」　　
（　　
〔　　厂
1、　　
厂　．」　　
厂　．、

側にいてリラッ クスできる友達は多い

苦楽を共有できる友人に恵まれている

気軽に相談できる人に恵まれている

　　　　　よく対話をする

　　　人と会うのが苦手でない

　　　現実生活での友人「ま多い

o．麗
o．510
．690
，6巳
o．研
O．50

人間関係良好度

　　く6．フ4＞
o．鼬

働

勸

帯

 

 

絢

　　　　良書をよく読んでい る

　　 古典的名著を読んだこ とがある

読みごたえのある大作を読んだことがある

　　人生を艮い方向に変えた本がある

　　 本の内容をよく友人に話す方だ

　　 本を読んで感動することがある

1，B50
，巳Go
．巳Go
．610
．5ア
Q．54

良書読書傾向

　＜1．53＞
o．96

軌

叫

U
の

（　　厂　
」　　ド　　
 

ログラミングを活用する授業は好きだ

　 プ囗ゲラミング1よ好きである

プログラミングの課題を自力で解く

O．910
．840
．83

プロ グラミング

　　愛好度

　　く2．71＞

o．値o

助

 

蹲

η

〔　　
（　　
（　　尸
髪

　池の入達から孤立している

　　　よく孤独感を感じる

　　　　無視されている

興味や考えが周囲の人達と「よ違う

α．85
α．了4
α．信7D
．32

孤独感

く3．55＞
D．ア2

脚

乃

勁

（　　
（　　尸
「レ

論理的に考えることが得意である

　論理的に考えることが好きだ

　　　　計画性がある

o．940
．900
．跖

論理的思考
愛好度

　（2．圏〉

σ、6§

噛
丿　　、．’　」」’

ー　
2
　

3

厂」　’1・　
厂　」

授業に出るのがおっ くう

授業をよく欠席する

生活は不規貝rlな方だ

o，η
o．66
α．58

授業欠席度

　く2．43＞
o．68

、．’　、
’　　
1

’

Bd

皿

　未知の物事に興味がある

　新しい技術に関心がある

何か物事に挑戦するのが好きだ

σ．B30
．700
，56

向上心
・
好奇心

　　く3．駐｝〉
o．ア6

註）調査項目内冑・の 左 の 番号 1よ表
．2 の 各構戒概念 の 項目番号を示 し て いる 。
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由 と し て 以 下 の 可能性 が 考え られ る 。 ア ン ケ
ー

ト

調査 は，前述 した よ うに 授業終 一r
’
後の 休憇 時間等

に も行 っ た ．そ の 際，次 の 授業 へ の 移動や所用等

で時間が確保で きず，ア ン ケ
ー

トに 記入 で きなか

っ た の で は な い か と思 わ れ る。質 問形式 は 5段 階

評定法撮 低 1点，最高 5点）で あ り，あて は まらな

い
， あま りあ て は ま らな い

， どち ら と も い え な い
，

や や あ て は ま る ，あ て は ま る の 中か ら得 点が 高い

人ほ ど各構成概念 の レ ベ ル が 高 い こ とを示すよう

に 設定 した 。 今 回の 調査で用 い た 調査項 日の 一覧

を表一2 に示す 。回答の しやす さ を考慮 して
一

部の

闘い の 方 向性を逆 に して い る項 日が あ るが ，分析

時 には得点 を逆変換 した 。 表一2げ で 示 した 項 目

が それ に該 当す る。なお，構成概念名 は調査票に

記載 して い な い 。

3．結果 と考察

3．1．信頼性 ・妥当性 の検証

　信頼性 ・妥 当性を検証す るた め，作業仮説で 設

定 し た 構成概念 の うち
， 先行研究で 検証済み 以 外

の も の に 関 して ，回収 した 調査 デー
タ を も とに，

因子分析 を行 っ た。そ の 結果，想 定 した構成慨念

と同 ・の 因子が 抽出 され た u なお ，各因子闇 に は ，

関連 性 が み られ た の で 斜交回転 を適用 した 。 そ の

結果，各因了に振 り分 けられた調査項 目の 因子負

荷 量が 0，3以 上 とな り， pa　r一
的構 成概念 の 妥当性

が検証 され た 。

　信頼性 は ，Cronbach の α 係数で 検証 し，表一3

に 示 した 。 こ の 表か ら，各因子 の α 係数 は ほ ぼ

0．7以 上 で お お む ね 良好 な信頼性 を有 して い る こ

とが分 か る 。また，先行研 究 で 検証済 み の テ クノ

依存度 とWHOQOL そ して 利他 的価値観の α 係数

も ，
0．79

，
0．87

，
0．81 と な り高 い 値 を 示 し た ．

3．2．基 本統計量

　図一1に テ ク ノ依存 度得点 分布 を示 す 。得 点 幅 は

15点 〜 75 点で ，理論的中央値 は 45点（3 点 × 15項

目）に な る。46 点以 上の 学生 は 82 人で あ り，全体

学術論文
一

良書 の 読書 と情報系大学生 との 関係性 の 研究

の 29 ％ で あ る 。 約3人 に 1人 は
， 程 度 の 大 小 は あ

ろ が 依存症へ と悪化 す る 可能件 が 相対 的 に 高い 学

生達 で ある と思われ る。
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図一雇　 テ クノ 依存度の 得点分布

3．3．共分散構造分析結果

　因果関係の 方向性を分析す るた め に は ，共分散

構造分析 を適用 し て ，因果推定 モ デ ル を作成 す る

必要が あ り，因果推定モ デル 作成 に は ，前 も っ て

相関関係 を把握 してお くこ とが 重要 とな る 。 そ の

た め に相 関分析 を行 っ た 。 相 関分析 を行 うに は，

各構成概念 の 総合化 を 行 う必 要が あ る
。 総合化 の

方法 に は，単純加 算 と主成分分析 に よ る 第
・主成

分得点の 二 種類あ るが，図一1は段 階評価 と対応さ

せ るた め 前者 を，それ以外 は後者 を適用 し た 。そ

の 理 由は，各変数間 の 相関関係が 強 い 変数 ほ どウ

ェ イ トが 高 く総合値 の 精 度が 向 hす るか らで あ

る。なお ， 第 主 成分 が総合的な主成分で あ るか

ど うか は
， 第

一一一
主成分 得点 を求め るた め の 固有ベ

ク トル が 全て 正 の 値で あ る か ど うか で 判断 した 。

その 結果 ，該当の 係数 は 令 て 正 の 値 を示 した 。そ

の 得点算定 の た め の 岡有 ベ ク トル は 表一2に 示 して

い る 。

　 前述の 相関分析結果 を参考 に しなが ら，作業仮

説 に 基 づ い た 囚果推定モ デ ル を 作成 した 。そ の モ

デ ル の パ ス 係数 を示 した の が 図一2で ある。図 の 下

に 示 して い る GFI
，
　 AGFI

，
　 RMSEA の 値 か ら適合

度 は良好 で あ る。
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図
一2　因果推 定 モ デ ル

　こ の 図か ら．良 書読書傾向が テ ク ノ依存症 の 負

の 側面 を直接的あ る い は 間接的 に抑制す る こ とが

検証 さ れ た が そ の 因 果 関係 を 以下 に 示 す。

　テ ク ノ依存度は，孤独 感 と授業欠席度を悪化 さ

せ ，そ の 増加 した 欠席度 は さ らに孤独感 を 高め て

い る。ま た テ クノ依存度 は，利他的価値観 も抑制

して い る こ とが パ ス 係数 に よ り示 され て い る。そ

の 利他 的価値観 は
， 人間関係 良好 度 とWHOQOL

と 正 の 因果関係が あ る こ と か ら．一方が 抑制 さ れ る

と他方 も抑制 され て しま う。それ に よ り低下 した

人間関係良好度は孤独感 を高め る因果連鎖 もみ て

とれ る。

　 こ の よ うなテ ク ノ依存症 の 負 の 側面 を ， 良書読

書 傾 向が 人 間 関係 良 好 度 と 利 他 的 価値 観 と

WHOQOL を直接的 に 向上 さ せ
， そ れ に よ り孤独

感 と授業欠席 度 を間接 的 に 抑 制 し て い る こ とが 検

証され た 。そ の 間接効果 を さ らに詳 し く述 べ る。

　 孤独 感は ，人問関係良好度 に よ り抑制 さ れ，人

間関係良好度 は 良書読書傾向や 利他 的価値観 に よ

り促進 さ れ て い る 。 そ の 利他 的価値 観は
， 良書読

書傾 向や それ と共変関係 を示 す 向上 心 ・好奇心か

らプラ ス の 因果的効果が 示 され て い る。

　授業欠席度 は，良 ：書読書傾 向 と正 の 共 変関係に

あ る向上心 ・好奇心か ら抑制 されて い る。調査項

日に
「
授業 に出る の が お っ くうに な る こ とが 多 い 」

「授業 を よ く欠席 す る 」
「生 活は不規 則な方だ 」 が

あ り，向上心を持 っ こ とで 授業欠席度が 改善 され

て い る 、

　さ ら に 授業 欠席度 は ，PC 自己 管理 能 力か ら も

改 善効果 が み られ る 。こ の PC 自己管理 能力 は ，

利他的価値観か ら正 の 因果関係 が見 られ，PC 自

己管理 能力が テ ク ノ依存度を抑制 する こ とが示 さ

れ た 。先行研 究（坂部 ・谷本，20   8）で は ，明確 で

な か っ た こ の PC 自己管理 能 力の 強化策 と して
，

今 回の 分析結果か ら利 他的価値観の 向上 が指摘で

きる。利他的価値観が高 い 人は，利己 の 制御が で

き る こ とか ら，PC 利用 も比較的制御 で き る傾 向

を示 す と考え られ る。利他的価 値観向上 の た め に

良書の 読書が 有効で ある こ とも検証 された。なお
，

良書読書傾向が こ の 利他的価値観の 他 に 人間関係

とWHOQOL を 向上 させ る こ とは先行研 究で も検

証 さ れ て い る （坂部 ・成 海 ・
山 崎 ，

2005 ）。

　図一2の 点線で 示 され て い る矢印 は，孤独感が増

す とテ ク ノ依存度が高 くな る とい う因果的意 眛で

ある が ，有意 で は ない 。 しか し，テ ク ノ依存度が

増す と孤独感が悪 化す る因果係数 は有意で あ る 。

こ れ らは，孤独感 を緩 和す るた め に PC を利用 す

る の で は な く
，

コ ン テ ン ツ やサ イ トの 充実な どに

よ りPC 利用意欲が増 大 した こ とが 原因で ，
　 PC 利

用 に没頭 して しま い 孤独感が増 したか らだ と思 わ

れ る。今 回の 調査 の 場合， 「理 論仮説 の 設定 」 の

箇所 で も述 べ た 3パ タ
ー

ン の うち ， イ ン タ
ー

ネ ッ

ト利用が 孤独 感 を増す とい うKrautら と同 じ結果

を得た 。

　 図一2の テ ク ノ依存症 の 負の 側 面 と良書読書傾 向

の 効果 を よ り総合的にみ るた め，標準化総合効果

を ま とめ た の が 図一3で あ る。 こ の 図の テ ク ノ依存

度の 効果で は，人間関係良好度 に与 え る影響が相

対的 に少な く， 授業 欠席度 と孤 独感に 一
番影響を

与え て い る。前者 の 理 由は ，動画サ イ トな ど の 登
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場 と活用度 の 増大が 考 え られ る。以前 は
， 友人 同

士の 会 話内容 にテ レ ビ番組の 話題が比較的多 くみ

られ たが ，最近で は ，動画サ イ トの 話題 も増加 し

つ つ ある。つ ま り， テ クノ依存度が 高 ま っ た か ら

とい っ て 必 ず しも人 間関係良好度 を直接 的に 悪 化

させ る 現 象 に 反 映 さ れ な い こ とを示唆 し て い る 。

今 回の ケー
ス の 場合 は ，間接的に 利他的価値観 の

低下 を とお して ，人間関係 良好度が 抑制され て い

る。全 体的に ，テ ク ノ依 存度が 及ぼ す負の 総合効

果 は それ ほ ど高 くな い 。依存 に は楽 しみ の 側面趣

味的 な 楽しみ の側 面（表一2の W ｝10QOL 環境的関連

内の 項 目等）もあ りQOL を部分 的に 高 め る
一
要素

で もあ る 。
こ れ が 本人 の 総合的な負の 自覚症状を

弱め て い る原因 とも考え られ ，気付 きづ らい なか

重症化 して い く危険性 も示唆 され る。また，依存

度が か な り高 い 学生 はそ もそ も授業 へ の 欠席が多

く， ア ン ケ
ー

トの デ
ー

タ と して と りづ ら い こ とも

負の 影響性が 強 くあ らわ れな い 原 因で あ る と思わ

れ る 。

　 こ の よ うな負 の 側面の 影 響が そ れ ほ ど高 くな い

うち に，それ らを抑制す る こ とが 重症化 を防 ぐう

えで大切で あ る。そ の 予防策 として前述 した良書

読書傾 向の効果 とテ ク ノ依存症 の 負の 側面の 効果

を比較 した図一3か ら，授業欠席度以外の 各項 日の

テ ク ノ依存度に よる負 の 側而 を良書読書傾向の 効

果で ほ とん ど相殺 も し くは改善す る こ とが可能だ

と思 わ れ る。な お
， 授業欠席度 に 関 し て は

， 前述

の PC 自己管理能力 の 向上 に よ る抑制効果 を加 え

る と相殺 され る こ とが 示 され た。

　 次 に 良書の 読書が情報化の 光 の 側面 を促進 する

因果関係 に つ い て 述 べ る。図一2 よ り，良書読書傾

向が 増 す と ， 論理 的思 考愛好度が 向上 して い る の

が 分 か る。さ ら に そ れが プ ロ グラ ミ ン グ愛好 度を

向上 させ て い る。先行研究 に は ，大別す る とプ ロ

グラ ミ ン グ教育が 論理 的思考力 を向 トさ せ るもの

と，論理 的思考 力が プ ロ グラ ミ ン グ能力 を向上 さ

せ る と い う視 点 の 2種 類 が あ るが ， 本分析 で は後

者の パ ス を設定 した モ デ ル の ほ うが適 合度が高 く

な っ た。プ ロ グ ラ ミ ン グ愛好 度 に は論理 的思考 愛

学術論文一良書 の 読書 と情報系人学 生 との 関係性 の 研究

好度が 重要で あ り， そ の 強化策の
一

つ として 良書

の 読書が 有効 で ある こ とが 示 され て い る。なお 良

書読書傾向 へ の 回答 に は， プロ グラ ミ ン グに関す

る教科書や参考書 も含 まれ て い る可能性 もあ る

が ，パ ス 係数 は それ らも包含 した全体的な効果 と

推察 し た 。一方で
， プロ グラ ミ ン グ愛好度が 高い

人ほ どテ ク ノ依存症傾向が 高 い とい う結果 を得

た 。 プ ロ グラ ミ ン グ能 力 を向上 させ る に は PC を

使 っ て の 反復練習が 必要 で あ り， そ の 結果テ ク ノ

依存症傾 向を高めて い る 。 しか し，こ の 悪化効果

も含 めた テ ク ノ依存症 の 負 の側面 を，良書読書傾

向が 抑制す る効果で 十分カ バ ー
で き る と思わ れ る

（図一3）。 こ の こ とか ら情報化社会の 影 の 側面を抑

制 し，光 の 側 面 を促進す る 良書 の 読書効果 の 重要

性が示 唆され た。

図
一3　 良 書読 書 傾 向 と テ ク ノ 依 存 度 の 総 合 効 果

　また
， 人間関係 良好度 と論理的思考愛好度 に お

い て 因果 関係が 見 られ た （図一2）。 良好 な人 間関係

の た め に は ，
コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン が 重要で あ る が ，

そ の 過稈 に お い て 論理 的 に物事 を伝 え る 力が 鍛 え

られ た の だ と考 えられ る 。
こ の 入間関係良好度 を ，

良書読書傾 向が 直接的あ る い は 利他 的価値観 を と

お して 間接的 に 向上 させ て い る こ とは前述 した。

4 ．おわ りに

　情報化 が 急速 に進展 しつ つ あ る咋今 ， 大 学生 の

読書 離れ も進行 しつ つ あ る。そ の 影響 は
， 情報系
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大学生に お い て い っ そ う危惧 され る。そ こ で ，本

研究で は ， こ の 情報系大学生 を対象 に調査 を実施

し，以下 の 理論仮説 を設定 して ケース ス タ デ ィ的

な分析 を試 み た 。

　そ の 結果，本 稿で 設 定 した二 っ の 理 論仮説 の

「良書 を よ く読 む 人 ほ どテ クノ依存症 の 負の 側面

が 抑制 されて い る 」 と 「良書 を よく読む入 ほ ど論

埋 的思考愛好度が 高 く，それが プ ロ グラ ミ ン グ愛

好度を 向上 させ る 」 は，共分散構造分析で 検証 さ

れ た 。

　前者 の 仮説 で ， 良書 の 読書が テ ク ノ依存症 に よ

る利他 的価 値観 の 悪化 ，人 間関係の 悪化 と孤独 感

の 増加 ，QOL の 悪 化 に 対 し て 効 果が ある こ とが

示 され た。 これは，理論仮説 の 設定 の 箇所 で述べ

た良書の 定義の 巾に あ る読書効果に対応 し て い る

と考 え る 。 それ らは 順 に ，自他 共 に幸福 に な る た

め の 目的観 ・人生観 の 形成 ， 他人 の 人生 の 苦 し み

や 喜び へ の 共感性 や想像 力 の 向上，試練 に 対す る

忍耐 力 ・感動 す る心 ・精神 的活 力 の 向上 で あ り，

それ らの 読書効果が テ クノ依存症の 負 の側 面を抑

制 した の だ と思わ れ る 。

　 また後者 の 仮説 で ， 良書の 読書が論理 的思考愛

好度 を向一トさせ る結果 と なっ た。 こ れ も ヒ記の 良

書 の 定義 内容に 伴 う自己啓発効果が 示 され た と推

察す る 。 良書に は読者 を感動 させ るほ ど見事な論

埋展 開を 内包 して い る もの が 多 く，それに 啓発 さ

れ て 論理 的思考愛好度が 高 ま るの だ と思われ る。

さ らに ， 論理 的思考愛好度が プロ グラ ミ ン グ愛好

度 を向 b させ て い る 。 こ れ に は ， 見事な論理 手順

で プ ロ グ ラ ム の 実行時間が 劇 的に 速 くな っ た り，

ポ イ ン タな ど の 構造 を忍耐強 く論理的 に理解す る

な ど，プ ロ グラ ミ ン グに お け る論理的思考 の 重要

性が 関係 して い る と考え る。

　 本稿の 分 析結果か ら情報化社会の 影の 側 面を抑

制 し ， 光 の 側面 を促進 する 良書の 重要性が 示唆 さ

れ た 。そ の た め PC を使 う機会が 多 い 情報 系学 生

ほ ど良書 の 読書の 啓蒙が必 要で あ る と思 われ る。

　 今後 の 研究課題 と して ，今 回の 横 断調査分析結

果 に 基づ い た パ ネ ル 調査に よ る厳密な閃果関係の

検証，プP グラ ミ ン グの 成績等客観的データとの

関連分析が あげられ る 。
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